
≪カリキュラムツリー≫　看護学部看護学科　2026年度以降入学生

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

入門ゼミナールⅠ
(学びの姿勢)

入門ゼミナールⅡ
(問題解決能力の育成)

基礎ゼミナールⅠ
(支援力の涵養)

基礎ゼミナールⅡ
(問題解決能力の強化)

生き物の科学（生物学） 生化学

物質の反応（化学） 物質の科学（物理学）

法学（日本国憲法） 社会学 東洋医学特講

哲学

心理学概論 発達心理学

健康の創造（体育理論） コミュニケーション論

健康スポーツ（体育実技） 栄養学と食育

英語Ⅰ（精読入門） 英語Ⅱ（精読実践） 英語コミュニケーション 医学英語

中国語

情報リテラシー入門 情報リテラシー実践

人体の構造Ⅰ（臓性系）

人体の構造Ⅲ
（体表・映像・模型解剖学）

人体の構造Ⅱ（体性系）

人体の機能Ⅰ
（循環系、呼吸系、消化器系、排泄系）

人体の機能Ⅱ
（内分泌系、神経系、運動系、感覚系）

病理学概論 臨床薬理学概論

病態生理学 臨床疾患学Ⅰ（内科系） 臨床疾患学Ⅱ（外科系）

臨床疾患学Ⅲ（整形・リハビ
リテーション・老年医学）

臨床疾患学Ⅳ（小児）

臨床疾患学Ⅴ（精神）

生体防御学

社会保障・社会福祉の基礎 公衆衛生学 疫学・保健統計学

保健医療福祉行政論

医療関連法規

看護学概論 看護理論の基礎

基礎看護方法論Ⅰ
（日常生活の援助技術）

基礎看護方法論Ⅱ
（診療の補助技術）

基礎看護方法論Ⅲ
（経過・治療・症状別の援助技術）

フィジカルアセスメント 看護過程論

看護倫理学

導入基礎実習 基礎看護学実習

急性期看護論

周術期看護実習

周術期看護演習

成人看護学概論

慢性期・終末期看護論

慢性期・終末期看護実習

慢性期・終末期看護演習

コミュニケーション実習 老年看護学概論 老年看護援助論 老年看護学実習

ウィメンズヘルス看護学概論 母性看護援助論 母性看護学実習

小児看護学概論 小児看護援助論 小児看護学実習

小児療育実習

精神看護学概論 精神看護援助論 精神看護学実習 地域精神保健実習

在宅看護学概論

在宅看護援助論Ⅱ
（活動の実際）

在宅看護援助論Ⅰ
（看護過程の展開）

在宅看護学実習

公衆衛生看護学概論 公衆衛生看護学各論 公衆衛生看護学管理論

産業保健看護学・学校保健
活動論

公衆衛生看護学実習

健康教育・保健指導の
理論と実際

コミュニティヘルスアセスメント

国際看護論 国際看護研修Ⅰ（シンガポール）

国際看護研修Ⅱ（オーストラリア）

看護管理学

統合実習

看護情報学 シミュレーション演習

看護研究の基礎
研究ゼミナールⅠ
（文献のまとめ）

研究ゼミナールⅡ
（研究計画の作成）

研究ゼミナールⅢ（研究の実際）

公衆衛生看護学研究

カリキュラム・ポリシー
１年 ２年 ３年 ４年

ディプロマポリシー

総合演習Ⅱ（公衆衛生看護活動の展開）

総合演習Ⅰ（看護知識の整理と統合）
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科目区分

①学士としての基

礎的能力：基礎教

養科目等の履修を

通じ以下の知識及

び能力を身につけ

ることを通し、今後、

社会で活動するも

のとして、社会と積

極的に関わる力、

主体的に向上して

いく力、レジリエン

ス（心の抵抗力）お

よび困難や課題に

前向きに立ち向か

う力を養うことがで

きる。

・言語能力（文章表

現力、文章理解力、

構成力）

・科学的および論

理的思考力（批判

的思考力、理解力、

判断力）

・コミュニケーション

能力（心からの関

心を持って他者を

理解し、尊重する

力、自身のメッセー

ジを的確に伝達す

る力）

・創造力

・自己認識力（自身

の本質をとらえ理

解する力）

・生涯学習を続け

ていくための自己

研鑽能力

②看護実践能力

・行動レベルにとど

まらず、総合能力と

しての看護実践に

関わる基礎的能力

（アセスメント力・技

術力・問題解決能

力）

・専門職業人として、

他者の理解および

自身のメッセージ

について根拠を

持って的確に伝達

するためのコミュニ

ケーション能力（情

報収集力・説明力・

対人関係能力）

・専門職業人として

の自己研鑽能力

③看護専門職業人

としての世界観の

探求

・自律して活動する

専門職業人として

の基本的態度（他

者の尊厳と権利を

擁護できる）

・自身の看護専門

職業人としての志

向性を明確化

・広い視点に立って、

他の専門職を理解

し、連携、協働する

能力

・看護専門職業人

に求められる看護

の知を探求し、そ

の世界観を創造す

るために必要な能

力

必修科目 選択科目

≪基礎教養科目≫

学士としての基礎教養

力、科学的思考力、コ

ミュニケーション能力お

よび学習力を養い、看

護学を学ぶ者としての

人間性を磨くために、

また、卒業後、看護職

として社会で活躍する

者として、レジリエンス

（心の抵抗力）、困難

や課題に立ち向かう能

力の基盤を形成するた

めに必要な生物学、化

学、物理学、法学、哲

学、社会学、心理学、

体育、語学、情報リテ

ラシー、ゼミナール等

の基礎教養科目を配

置する。

≪専門基礎科目≫

根拠に基づく看護実

践を可能にするため

の基盤を形成するた

めに必要な、人体の

構造と機能、疾病の

成り立ちと回復促進、

看護と情報、保健福

祉制度と生活といっ

た専門基礎科目を配

置する。

≪専門科目≫

看護の専門性を探

求し発展させるた

め、看護実践に関

わる基礎的能力、

専門職業人として

のコミュニケーショ

ン能力、自己研鑽

能力を培うために

必要な看護学の基

盤、領域別看護実

践、地域における

看護実践、看護の

発展といった看護

専門科目および4

年間での学びを統

合し、自律して活動

する専門職業人と

しての態度、専門

職業人としての志

向性を明確にし、

看護を「学」として

極めていくことに関

わる、総合演習、統

合実習、看護研究

といった今までの

学びを統合する専

門科目を配置する。
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保健師国家試験受験資格を得るための選択科目


